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れ
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に
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る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
金
子
恵
美
君
提
出
中
間
貯
蔵
施
設
に
搬
入
さ
れ
た
除
去
土
壌
等
の
福
島
県
外
で
の
最
終
処
分
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

福
島
県
内
除
去
土
壌
等
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
福
島
県
内
除
去
土
壌
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
中
間
貯
蔵
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
中
間
貯

蔵
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
開
始
後
三
十
年
以
内
に
福
島
県
外
で
の
最
終
処
分
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
最
終
処
分
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
完
了
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
の
責
務
で

あ
り
、
平
成
二
十
八
年
四
月
に
策
定
し
た
「
中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の
減
容
・
再
生
利
用
技
術
開
発
戦
略
」
及
び
当
該
戦
略

の
「
工
程
表
」
に
沿
っ
て
、
除
去
土
壌
等
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
除
去
土
壌
等
を
い
う
。
）
の
減
容
等
に
関
す
る
技
術
開
発
、
除
去

土
壌
（
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
除
去
土
壌
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
再
生
利
用
の
推
進
、
最
終
処
分
の
方
向
性

の
検
討
、
国
民
的
な
理
解
の
醸
成
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
と
も
、
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 



 

２ 

 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
理
解
醸
成
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
が
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
な
い
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
福
島
県
内
除
去
土
壌
等
の
福
島
県
外
で
の
最
終
処
分
に
向
け
て
は
、
令
和
五
年
三
月
八

日
に
開
催
し
た
「
中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の
減
容
・
再
生
利
用
技
術
開
発
戦
略
検
討
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
チ
ー
ム
」

で
公
表
し
た
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
に
お
い
て
、
当
該
最
終
処
分
の
認
知
度
に
同
県
外
と
同
県
内
で
一
定
の
差
が
あ

る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
国
民
的
な
理
解
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
全
国
の
大
学
生
等
を
対
象
と
し
た
講
義
、
中
間
貯
蔵
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
や
除
去
土
壌
の
再

生
利
用
の
実
証
事
業
に
係
る
見
学
会
等
の
取
組
を
行
い
つ
つ
、
有
識
者
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
更
に
効
果
的
な
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


